
 
（27）

は
じ
め
に

　

西
晉
が
滅
亡
す
る
こ
と
で
、
中
華
発
祥
の
地
で
あ
る
中
原
は
、
夷

狄
の
支
配
す
る
所
と
な
っ
た
。
江
南
に
存
続
し
た
亡
命
政
権
の
東
晉

で
は
、
中
原
失
陥
の
原
因
を
儒
教
を
蔑
ろ
に
し
た
王
衍
の
清
談
に
求

め
る
「
清
談
亡
国
論
」
が
有
力
で
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、『
晉
書
』
巻
九
十
一 

儒
林
伝
序
は
、
五
胡
が
侵
入
し

て
東
晉
が
滅
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
儒
教
の
経
典
を
退
け
何
晏
�
王

弼
の
玄
学
で
あ
る
「
正
始
�
余
論
」
に
習
っ
た
こ
と
に
求
め
て
（
1
）

い
る
。

　

本
稿
は
、
清
談
の
宝
庫
と
も
言
う
べ
き
『
世
説
新
語
』
が
、
清
談

亡
国
論
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
、
な
ぜ
清
談
を
尊
重
し
た
の
か
、

と
い
う
問
題
を
追
究
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
中
国
の
貴
族
制
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
の
展
望
を
試
み
た
い
。

一
、
淸
談
亡
國
論
の
超
克

　

清
談
亡
国
論
は
、
王
弼
ら
の
「
貴
無
」
を
批
判
す
る
が
、
そ
れ
ら

に
繋
が
る
裴
頠
の
「
崇
有
」
論
は
、思
想
史
的
に
評
価
が
高
い
。『
世

説
新
語
』
は
、
ど
の
よ
う
に
裴
頠
の
崇
有
論
を
伝
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

裴
成
公 

崇
有
論
�
作
�
�
時
人 

之
�
攻
難
�
�
�
�
能
�
折く

じ

�
�
�
莫
�
�
唯
�
王
夷
甫 

来
�
�
�
小や

�
屈
�
�
�
如
�
�

時
人 

即
�
王
�
理
�
以
�
難
�
�
�
�
裴
�
理 

還
�
�
復
�

申の

�
（『
世
説
新
語
』
文
学
第
四
）。

　
『
世
説
新
語
』
は
、
裴
頠
（
裴
成
公
）
の
崇
有
論
が
、
王
衍
（
王

夷
甫
）
に
よ
り
や
や
屈
し
た
と
し
、
王
衍
の
理
で
難
ず
る
と
裴
頠
の

理
も
ま
た
勢
い
を
得
た
、
と
す
る
。
両
者
を
相
互
関
係
の
中
で
、
そ

し
て
「
理
」
を
共
通
に
有
す
る
も
の
と
し
て
、
王
衍
�
「
貴
無
」
と

裴
頠
の
「
崇
有
」
を
捉
え
て
（
2
）

い
る
。
こ
れ
は
、『
晉
書
』
裴
頠
伝
よ

り
受
け
る
「
崇
有
論
」
の
印
象
と
は
、
少
し
く
異
な
る
。

 　
　
『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
貴
族
的
価
値
観
の
確
立　

　
　
　
　
　

渡　

邉　

義　

浩　
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（
裴
）
頠 

深
�
時
俗
�
放
蕩
�
�
�
�
儒
術
�
尊
�
�
�
�

患う
れ

�
�
何
晏
�
阮
籍 

素
�
�
世
�
高
名
有
�
�
�
口
�
浮
虚

�
談
�
�
礼
法
�
遵
�
�
�
尸
禄
�
�
寵
�
耽
�
�
仕
�
�
事

�
事
�
�
�
�
王
衍
�
徒
�
至
�
�
�
�
声
誉 

太
�
盛
�
�

�
�
�
位
�
高
�
勢
�
重
�
�
物
�
以
�
務
�
�
自
�
嬰め

ぐ

�
�

�
�
遂
�
相 
放な

效ら

�
�
�
風
教
�
陵
遅
�
�
乃
�
崇
有
�
論

�
著
�
�
�
以
�
其
�
蔽
�
釈と

�
（『
晋
書
』
巻
三
十
五 

裴
秀

伝
附
裴
頠
伝
）。

　
『
晉
書
』
は
、
裴
頠
の
「
崇
有
論
」
は
、
王
衍
が
「
風
教
」
を
「
陵

遅
」
さ
せ
て
い
る
と
い
う
否
定
的
な
認
識
の
中
で
、
対
立
的
に
書
か

れ
た
、
と
伝
え
る
。
政
治
的
に
も
、
張
華
と
賈
模
が
国
政
を
乱
す
賈

皇
后
を
廃
し
、
謝
叔
妃
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
際
、
謀
議
に
参
画
し

て
い
た
王
衍
が
尻
込
み
を
し
た
た
め
、計
画
は
成
ら
な
か
っ
た
（『
晉

書
』
巻
三
十
五 

裴
秀
伝
�
巻
三
十
一 

恵
賈
皇
后
伝
）、
と
い
う
事

実
が
あ
る
。「
崇
有
論
」
を
そ
の
背
後
に
あ
る
政
治
性
か
ら
考
え
れ

ば
、
裴
頠
と
王
衍
は
対
立
関
係
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
思
想
史
的
に
見
れ
ば
、
裴
頠
の
「
崇
有
論
」
は
、

『
老
子
』の「
静
一
�
�
�
本
無
�
守
�
」と
い
う
思
想
の
実
体
を『
周

易
』
の
「
損
�
謙
�
艮
�
節
」
の
卦
で
言
わ
れ
る
「
君
子
�
一
道
」

と
一
致
す
る
も
の
と
し
、『
老
子
』
が
「
無
」
を
言
う
「
旨
�
有
�

全
�
�
�
�
在
」る
と
述
べ
る
も
の
で
（
3
）

あ
る
。し
た
が
っ
て
、「
貴
無
」

と
「
崇
有
」
は
、
共
に
玄
学
に
属
す
る
議
論
と
し
て
、
相
互
関
係
で

捉
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
『
世
説
新
語
』
は
、
そ
う
し
た
思
想
史
的
な
視
座
か
ら
、

「
貴
無
」
と
「
崇
有
」
を
「
理
」
を
共
通
に
持
つ
相
互
関
係
と
し
て

捉
え
る
話
を
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

桓
公 

洛
�
入
�
�
�
�
�
淮
・
泗
�
過
�
�
北
境
�
踐
み
�

諸
僚
属
�
平
乗
楼
�
登
�
�
中
原
�
眺
矚
す
。
慨
然
�
�
�
曰

�
、「
遂
�
神
州
�
�
�
陸
沈
�
�
百
年 

丘
墟
�
�
�
�
�
�
�

王
夷
甫
�
諸
人
�
其
�
責
�
任
�
�
�
�
得
�
」
と
。
袁
虎 

率
爾
�
�
�
対
�
�
曰
�
�「
運
�
自
�
�
�
廃
興
有
�
�
豈

�
必
�
�
�
諸
人
�
過と

が

�
�
�
や
」
と
。
桓
公 

懔
然
�
�
�

色
�
作な

�
�
顧
�
�
四
坐
�
謂
�
�
曰
�
、「
諸
君
�
頗
�
劉

景
升
�
聞
�
�
不い

な

�
�
大
牛
有
�
重
�
千
斤
、
芻
豆
�
噉く

ら
ふ

こ
と
常
�
牛
�
十
倍
�
�
�
�
重
�
�
負
�
遠
�
�
致
�
�
�

曾
�
一
羸
牸
に
も
若
�
�
。
魏
武 

荊
州
�
入
�
�
烹
�
以
�

士
卒
�
饗
�
�
時
�
于
�
快
�
称
�
�
�
�
莫
�
�
�
�
意 

以
�
袁
�
況た

と

�
�
四
坐 

既
�
駭

お
ど
ろ

�
�袁
�
亦
�
色
�
失
�（『
世

説
新
語
』
軽
詆
第
二
十
六
、
以
下
の
典
拠
で
『
世
説
新
語
』
の

場
合
、
書
名
を
省
略
）。

　

西
晉
の
滅
亡
原
因
を
王
衍
（
王
夷
甫
）
に
求
め
る
桓
温
（
桓
公
）

に
、
袁
宏
（
袁
虎
）
が
反
論
す
る
と
、
桓
温
は
、
劉
表
（
劉
景
升
）
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の
大
牛
が
役
に
立
た
ず
、
曹
操
（
魏
武
）
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
袁
宏

に
譬
え
て
厳
し
く
批
判
し
た
、
と
『
世
説
新
語
』
は
い
う
。
劉
孝
標

注
は
、
王
衍
が
三
公
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
政
治
へ
の
関
与
と
儒
教

を
論
ず
る
こ
と
を
恥
と
し
た
の
で
、
天
下
が
こ
れ
に
感
化
さ
れ
て
西

晉
が
滅
亡
し
た
と
す
る
『
八
王
故
事
』
と
、
王
衍
が
石
勒
に
殺
さ
れ

る
時
に
、
実
の
な
い
空
談
な
ど
尊
重
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔

し
た
と
す
る
『
晉
陽
秋
』
を
引
用
し
て
、
桓
温
が
「
清
談
亡
国
論
」

に
基
づ
き
、
王
衍
を
批
判
し
た
と
理
解
す
る
。
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
袁
宏
は
、「
清
談
亡
国
論
」
に
反
論
し
て
、
桓

温
に
役
立
た
ず
の
大
牛
に
譬
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
二
で
述
べ
る
よ
う
に
、
袁
宏
が
『
名
士
伝
』
を
著
し
て
「
清
談

亡
国
論
」
に
反
論
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
『
世
説
新
語
』
は
、「
清
談
亡
国
論
」
を
支
持
す
る
者
と
反
論
す
る

者
の
並
存
を
対
立
関
係
と
し
て
描
く
。そ
の
背
景
に
あ
る
王
弼
の「
貴

無
」
と
裴
頠
の
「
崇
有
」
を
「
理
」
を
媒
介
に
共
通
性
で
捉
え
た
よ

う
に
は
、「
清
談
亡
国
論
」の
賛
否
の
原
理
を
探
る
こ
と
は
な
い
。『
世

説
新
語
』
は
、
桓
温
が
「
清
談
亡
国
論
」
に
基
づ
い
て
王
衍
を
批
判

し
、
そ
れ
に
対
す
る
袁
宏
の
反
論
を
や
り
込
め
た
と
伝
え
る
一
方
で
、

謝
安
の
「
清
談
亡
国
論
」
へ
の
批
判
も
伝
え
て
い
る
。

王
右
軍 

謝
太
傅
�
与
�
共
�
冶
城
�
登
�
�
謝 

悠
然
�
�
�

遠
�
想
�
�
高
世
�
志
有
�
�
王 

謝
�
謂
�
�
曰
�
�「
夏
禹

�
勤
王
�
�
�
手
足 

胼
胝
�
�
文
王
�
旰
食
�
�
�
日
�
給

�
�
�
暇
�
�
�
�
今 

四
郊 

塁
多
�
、
宜
�
�
人
人
自
�
効

�
�
�
�
而
�
�
虚
談
�
�
務
�
廃
�
�
浮
文
�
�
要
�
妨
�

�
�
�
恐
�
�
�
�
当
今
�
宜
�
�
所
�
非
�
�
�
」
と
。
謝 

答
�
�
曰
�
�「
秦 

商
鞅
�
任
�
�
�
二
世
�
�
�
亡
�
�
豈

�
清
言 

患
�
致
さ
ん
や
」
と
（
言
語
第
二
）。

　

謝
安
（
謝
太
傅
）
が
冶
城
で
悠
然
と
し
て
い
る
と
、
王
羲
之
（
王

右
軍
）
は
禹
王
や
文
王
が
働
き
続
け
た
こ
と
、『
礼
記
』
に
基
づ
き

都
の
周
辺
に
土
塁
が
多
い
こ
と
の
危
機
を
挙
げ
、今
の
世
で「
虚
談
」

「
浮
文
」
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
謝

安
は
、
儒
教
よ
り
も
さ
ら
に
現
実
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
法
家
の

商
鞅
を
用
い
た
秦
が
、
二
代
で
滅
ん
だ
こ
と
を
挙
げ
た
う
え
で
、
ど

う
し
て
清
談
が
国
を
滅
ぼ
し
た
と
言
え
よ
う
か
、と「
清
談
亡
国
論
」

を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
桓
温
と
は
正
反
対
の
立
場
と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、『
世
説
新
語
』
の
撰
者
た
ち
は
、「
清
談
亡
国
論
」
に

ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
衍
へ
の
評
価

か
ら
検
討
し
よ
う
。

王
夷
甫 

雅も
と

�
�
玄
遠
�
尚
�
�
常
�
其
�
婦
�
貪
濁
�
�
�

嫉に
く

�
�
口
�
未
�
嘗
�
銭
�
字
�
言
�
�
�
婦 

之
�
試
�
�

�
欲
�
�
婢
�
�
�
銭
�
以
�
牀
�
繞め

ぐ

�
�
�
行
�
�
得
�
�

�
�
�
夷
甫 

晨
�
起
�
�
�
銭
�
行
�
�
閡と

ざ
せ
る
を
見
�
�
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婢
�
呼
�
�
曰
�
、「
阿
堵
物
�
挙
却
�
�
」
と
（
規
箴
第
十
）。

　

王
衍
（
王
夷
甫
）
は
、
銭
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
、

欲
深
い
妻
が
寝
床
の
周
り
に
銭
を
敷
き
、
歩
け
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。

王
衍
は
「
阿
堵
物
」（
こ
の
物
）
を
ど
け
よ
と
言
っ
た
と
い
う
。
劉

孝
標
注
は
、
こ
れ
を
評
す
る
東
晉
の
王
隠
『
晋
書
』
を
掲
げ
る
。

夷
甫 

富
貴
�
求
�
�
�
富
貴
�
得
�
資
財 

山
積
�
�
用
�
�

�
消
�
�
能
�
�
�
安
�
�
須
�
�
銭
�
問
�
�
�
�
�
�
而

�
�
世
�
問
�
�
�
�
以
�
高
�
�
為
�
�
亦
�
惑
�
�
�
�

�
�
規
箴
第
十
注
引
王
隠
『
晉
書
』）�

　

王
隠
『
晋
書
』
は
、
金
持
ち
の
王
衍
が
銭
を
問
題
に
し
な
か
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
立
派
と
す
る
の
は
お
か
し
い
、
と
批
判
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
世
説
新
語
』
は
、
こ
の
話
を
規
箴
篇
に
収
録

す
る
。
規
箴
と
は
、
過
ち
を
諫
め
・
戒
め
る
言
葉
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。『
世
説
新
語
』
の
撰
者
は
、王
衍
が
妻
の
行
為
を
「
阿
堵
物
」

と
い
う
言
葉
で
相
手
と
せ
ず
に
戒
め
た
、
と
考
え
、
規
箴
篇
に
収
録

し
た
。
先
行
す
る
王
隠
『
晋
書
』
の
王
衍
批
判
を
継
承
せ
ず
、
王
衍

を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
羊
祜
の
王
衍
へ
の
評
価
に
も
書
き
換
え
が
見
ら
れ
る
。

『
世
説
新
語
』
の
種
本
と
劉
孝
標
注
が
判
断
す
る
『
晉
陽
秋
』
に
お

い
て
、
王
衍
は
羊
祜
か
ら
、「
俗
�
敗
�
化
�
傷
�
者
�
�
必
�
此

�
人
�
�
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
世
説
新
語
』

は
、羊
祜
か
ら
の
評
価
を
「
天
下
�
乱
�
者
�
�必
�
此
�
子
�
�
」

と
伝
え
る
。『
晉
陽
秋
』
の
評
価
に
は
、
王
衍
が
天
下
の
教
化
を
台

無
し
に
し
た
結
果
、
西
晉
が
滅
亡
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
先
に
掲
げ
た
『
晉
書
』
儒
林
伝
序
の
「
清
談
亡
国
論
」
に
、

王
衍
の
行
為
に
「
相 

放な

效ら

�
�
�
風
教
�
陵
遅
」
し
た
結
果
、
西

晉
は
滅
亡
し
た
、
と
す
る
表
現
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
世
説
新
語
』
の
評
価
で
は
、
王
衍
の
と
き
に
西
晉
が
滅
亡
す
る
予

言
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
清
談
が
西
晉
を
滅
ぼ
し
た
、
と
い
う

判
断
は
伝
わ
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
世
説
新
語
』
の
撰
者
は
、『
晉
書
』
と
は
異
な
り
、

王
衍
の
清
談
に
よ
り
西
晉
が
滅
亡
し
た
と
い
う
「
清
談
亡
国
論
」
に

与く
み

し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
西
晉
の
滅
亡
理
由
を
次
の
よ
う
な
王

導
の
言
葉
に
求
め
る
。

王
導
�
温
嶠 

倶
�
明
帝
�
見
�
�
帝 

温
�
前
世
�
天
下
�
得

�
所
以
�
由
�
問
�
�
温 

未
�
答
�
�
�
頃

し
ば
ら
く�

�
王
曰
�
、「
温

嶠 

年
少
�
�
�
未
�
諳そ

ら

�
�
�
�
臣 

陛
下
�
為
�
之
�
陳
�

�
」
�
�
王 

廼
�
具
�
�
宣
王 

創
業
�
始
�
�
名
族
�
誅
夷

�
�
己
�
同
�
�
�
寵
樹
�
�
及
�
文
王
�
末
�
高
貴
郷
公
�

事
�
叙
�
�
明
帝 

之
�
聞
�
�
面
�
覆
�
牀
�
箸つ

�
�
曰
�
�

「
若も

�
公
�
言
�
如
�
�
�
�祚 

安
�
�
長
�
�
得
�
」
�
（
尤

悔
第
三
十
三
）。
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『
世
説
新
語
』
は
、
西
晉
の
帝
室
の
あ
り
方
、
具
体
的
に
は
司
馬

懿
�
宣
王
�
が
名
族
を
誅
殺
し
、
司
馬
昭
�
文
王
�
が
曹
魏
の
皇
帝

を
殺
害
す
る
、
と
い
う
権
力
掌
握
の
不
当
さ
が
西
晉
の
命
数
を
短
く

し
た
の
で
あ
り
、
貴
族
文
化
の
粋
で
あ
る
清
談
が
西
晉
を
滅
ぼ
し
た

の
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。

　

袁
宏
が
桓
温
の
「
清
談
亡
国
論
」
に
反
論
し
た
よ
う
に
、「
清
談

亡
国
論
」
へ
の
批
判
は
『
世
説
新
語
』
よ
り
以
前
に
、
袁
宏
の
『
名

士
伝
』
お
よ
び
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
の
主
張
と
『
世
説
新
語
』
と
の
関
係
を
続
い
て
検
討
し
よ
う
。

二
、「
竹
林
七
賢
」
の
評
価

　

袁
宏
の
『
名
士
伝
』
と
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
は
、
松
浦
崇
に

よ
れ
ば
、
共
に
「
竹
林
七
賢
」
を
記
し
な
が
ら
、
正
反
対
の
性
格
と

思
想
史
的
意
義
を
持
つ
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
西
晉
以
来
の
竹
林

七
賢
伝
説
を
集
大
成
し
た
袁
宏
の
俗
説
の
誤
り
を
訂
正
す
る
た
め
に

戴
逵
は
筆
を
執
っ
た
。
袁
宏
�
反
清
談
に
対
抗
す
る
清
談
派
の
立
場

か
ら
の
著
作
と
異
な
り
、
戴
逵
は
、
正
始
や
中
朝
と
は
異
質
の
、
ひ

た
む
き
に
人
生
と
対
決
し
た
竹
林
七
賢
の
苦
悩
を
自
己
の
も
の
と
し

て
捉
え
る
緊
密
な
連
帯
意
識
の
中
か
ら
著
作
し
た
、
と
す
る
の
で
あ

（
4
）

る
。
ま
た
、
蜂
屋
邦
夫
は
、『
方
達
非
道
論
』
と
併
せ
て
検
討
す
る

こ
と
で
、
戴
逵
は
元
康
の
方
達
者
を
竹
林
七
賢
の
外
側
だ
け
を
真
似

た
偽
者
、
と
認
識
し
た
と
し
、
そ
の
違
い
を
竹
林
七
賢
が
精
神
の
根

本
に
名
教
と
一
致
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
求
め
て
（
5
）

い
る
。

阮
渾 

長
成
�
�
�
�
風
気
�
韻
度 

父
�
似
�
�
�
亦
�
達
�

作
�
�
�
欲
�
�
歩
兵
曰
く
、「
仲
容 

已
�
之
�
預
�
�
卿 

復
�
爾し

か

�
�
�
�
得
�
」
と
（
任
誕
第
二
十
三
）。

　

阮
籍
（
歩
兵
）
の
子
で
あ
る
阮
渾
が
成
長
し
て
「
方
達
」
を
行
お

う
と
し
た
際
、
阮
籍
が
阮
咸
（
仲
容
）
が
す
で
に
居
る
の
で
、
お
前

ま
で
そ
う
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
っ
た
理
由
を
『
世
説
新
語
』
は

語
ら
な
い
。
一
方
、
劉
孝
標
注
に
引
く
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
は
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

籍
�
渾
�
抑
�
�
�
�
蓋
�
渾
�
未
�
己
�
達
�
為
�
所
以
�

識
�
�
�
�
以
�
�
�
�
後 

咸
�
兄
�
子
�
�
簡
�
亦
�
曠

達
�
以
�
自
�
居
�
�
父
�
喪
�
行
�
大
雪
�
遇
�
寒
凍
�
�
�

遂
�
浚
儀
令
�
詣
�
�
令 

他
賓
�
為
�
黍
臛
を
設
�
、
簡
�

之
�
食
�
�
�
以
�
清
議
�
致
�
�
廃
頓
�
�
�
�
�
�
幾

ほ
と
ん

�

三
十
年
�
�
�
是
�
時 

竹
林
�
諸
賢
�
風 

高
�
�
雖
�
、
而

�
�
礼
教 

尚
�
峻
�
�
元
康
中
�
迨お
よ

び
�
遂
�
放
蕩 

礼
�
越

�
�
�
至
�
�
楽
広 

之
�
譏
�
�
曰
�
、「
名
教
�
中
�
自
�

�
�
楽
地
有
�
�
何
�
此
�
�
至
�
�
�
」
と
。
楽
令
�
言 

旨
有
�
�
�
�
謂
�
�
�
彼 

玄
心
�
徒
�
非
�
�
其
�
縦
恣

�
利
�
�
�
�
�
�
任
誕
第
二
十
三
注
引
『
竹
林
七
賢
論
』）。
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戴
逵
は
、
阮
籍
が
阮
渾
に
方
達
を
許
さ
な
か
っ
た
理
由
を
阮
渾
自

身
が
「
達
」
と
は
何
か
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し

て
、
具
体
的
に
は
、「
達
」
を
行
っ
た
阮
簡
が
清
議
に
附
さ
れ
、
三

十
年
間
近
く
も
廃
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
儒
教
の
束
縛
の
中
で
、
そ

れ
で
も
方
達
を
行
う
厳
し
さ
を
述
べ
る
。
こ
う
し
た
危
険
を
冒
し
て

も
、
止
む
に
止
ま
れ
ず
方
達
を
行
う
思
い
を
阮
渾
が
自
覚
し
て
い
な

い
と
阮
籍
は
考
え
た
、
と
戴
逵
は
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
王
衍
ら
元
康
年
間
（
二
九
一
〜
二
九
九
年
）
�
方
達
�
�
礼
の

歯
止
め
が
効
か
な
く
な
っ
た
時
点
で
の
方
達
で
あ
り
、
こ
う
し
た
方

達
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
批
判
す
る
楽
広
の
崇
有
を
良
し
と
す
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戴
逵
は
『
竹
林
七
賢
論
』
の
中
で
、
方
達
の
危

険
性
と
、
あ
え
て
そ
れ
を
超
え
る
志
の
重
要
性
、
そ
し
て
志
な
き
場

合
に
は
崇
有
を
尊
重
す
べ
し
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
竹
林
七
賢
論
』
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
世
説
新
語
』

の
撰
者
た
ち
が
阮
渾
の
記
述
の
中
に
、
こ
う
し
た
戴
逵
の
主
張
を
織

り
込
む
こ
と
は
な
い
。

　

有
名
な
阮
籍
の
喪
礼
に
対
す
る
両
書
の
評
価
も
ま
た
異
な
る
。

阮
歩
兵 

母
�
喪

う
し
な

�
�
裴
令
公 

往
き
て
之
�
弔
�
�
阮 

方
�

酔
�
�
髪
�
散
�
�
牀
�
坐
�
�
箕
踞
�
�
哭
�
�
�
裴 

至

�
�
�
下
�
地
�
席
�
�
哭
�
�
弔
喭
し
畢
�
�
�
便
�
去
�
�

或あ
る
ひ
と

裴
�
問
�
、「
凡
�
弔
�
�
主
人 

哭
�
�
客 

乃
�
礼
�

為
�
�
阮 

既
�
哭
�
�
�
君 

何
為
�
�
�
哭
す
」
と
。
裴
曰

く
、「
阮
�
方
外
�
人
�
�
�
故
�
礼
制
�
崇
�
�
�
我
�
輩

�
俗
中
�
人
�
�
�
故
�
儀
軌
�
以
�
自
�
�
�
居
�
」
と
。

時
人 

歎
�
�
両
�
�
�
�
其
�
中
�
得
�
�
�
為
�
�
任
誕

第
二
十
三
�。

　

阮
籍
が
母
の
喪
に
裴
楷
の
弔
問
を
受
け
た
際
、
礼
に
則
ら
な
か
っ

た
に
も
拘
ら
ず
、
裴
楷
は
礼
制
通
り
の
対
応
を
し
た
。
理
由
を
聞
か

れ
た
裴
楷
は
、
阮
籍
は
方
外
の
人
だ
が
、
自
分
は
俗
中
の
人
で
あ
る

か
ら
礼
制
に
従
っ
た
と
答
え
た
。
時
人
は
、「
両
�
�
�
�
其
�
中

�
得
�
�
」、
す
な
わ
ち
阮
籍
の
方
達
も
裴
楷
の
崇
有
も
同
じ
よ
う

に
宜
し
き
を
得
て
い
る
と
評
価
し
た
、
と
『
世
説
新
語
』
は
伝
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
の
論
は
異
な
る
。

戴
逵 

之
�
論
�
�
曰
�
、「
裴
公
�
弔
�
致
�
�
若
�
�
�
外

�
冥く

ら

�
�
�
以
�
内
�
護
�
�
�
欲
�
�
�
�
�
�
�
達
意
有

�
�
�
�
弘
防
有
�
�
�
」
と
（
任
誕
第
二
十
三
注
引
『
竹
林

七
賢
論
』）�

　

戴
逵
は
、
裴
楷
は
行
い
を
目
立
た
ぬ
よ
う
に
し
て
自
分
を
隠
し
た
、

と
裴
楷
の
崇
有
に
こ
そ
「
達
意
」
が
あ
る
、
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
『
世
説
新
語
』
は
、
裴
楷
を
阮
籍
よ
り
も
高
く
評
価
す
る

戴
逵
の
論
を
継
承
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
は
、
崇
有
の
安
定
性
を
良
し
と
し
た
上
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で
、
そ
れ
で
も
方
達
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
阮
籍
た
ち
の
志
を
評
価

し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
世
説
新
語
』
は
、
崇
有
も
方

達
も
同
等
の
価
値
と
し
て
、
な
べ
て
並
列
的
に
尊
重
す
る
。
こ
う
し

た
『
世
説
新
語
』
の
清
談
や
方
達
に
対
す
る
態
度
は
、
袁
宏
の
『
名

士
伝
』
の
そ
れ
に
近
い
。『
世
説
新
語
』
が
『
竹
林
七
賢
論
』
よ
り

も
『
名
士
伝
』
を
優
先
す
る
こ
と
は
、
次
の
記
述
に
明
ら
か
で
あ
る
。

王
濬
沖 

尚
書
令
為た

�
�
�
�
�
公
服
�
著つ

�
�
軺
車
�
乗
�
、

黄
公
�
酒
壚
の
下
�
経
�
過
�
�
顧
�
�
後
車
�
客
�
謂
ふ
、

「
吾 

昔 

嵆
叔
夜
�
阮
嗣
宗
�
与
�
�
共
�
此
�
壚
に
酣
飲
�
�

竹
林
�
遊
�
亦
�
其
�
末
�
預
�
�
�
嵆
生 

夭な

�
�
阮
公 

亡な

�
�
�
�
�
以
来
�
便
�
時
�
羈
紲
�
�
所
�
為
�
�
今
日 

此
�
視
�
�
�
近
�
�
雖
�
邈
と
し
て
山
河
�
若
�
」
と
（
傷

逝
第
十
七
）�

　

王
戎
（
王
濬
沖
）
は
、
黄
公
の
酒
場
を
過
ぎ
た
時
、
振
り
返
っ
て
、

「
む
か
し
、
嵆
康
（
嵆
叔
夜
）
や
阮
籍
�
阮
嗣
宗
�
と
こ
の
酒
場
で

酌
み
交
わ
し
、
竹
林
の
遊
び
の
末
席
に
も
連
な
っ
た
」
と
嘆
じ
た
、

と『
世
説
新
語
』は
伝
え
る
。
し
か
し
、こ
れ
に
対
し
て
戴
逵
は
、「
竹

林
七
賢
」
が
伝
説
に
過
ぎ
（
7
）

な
い
こ
と
を
劉
孝
標
注
に
引
か
れ
た
『
竹

林
七
賢
論
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

俗
伝�

此
�
�
若
�
�
潁
川
�
庾
爰
之 

嘗
�
以
�
其
�
伯
�

�
文
康
�
問
�
�
�
文
康
云
�
�
�
、「
中
朝 

聞
�
�
�
所
�

�
�
�
江
左
�
忽
�
�
�
此
�
論
有
�
�
蓋
�
好
事
者
�
之
�

為つ
く

�
�
�
�
」
と
（
傷
逝
第
十
七
注
引
『
竹
林
七
賢
論
』）。

　

戴
逵
は
、
庾
爰
之
が
伯
父
の
庾
亮
（
文
康
）
か
ら
聞
い
た
話
と
し

て
、「
竹
林
七
賢
」
が
東
晉
に
な
っ
て
か
ら
の
「
好
事
者
」
の
作
り

話
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
。『
世
説
新
語
』
は
、
か
か
る
戴
逵

の
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
伝
説
を
そ
の
ま
ま
真
実
と
し
て
載
せ
る
。
袁

宏
が
継
承
し
た
「
竹
林
七
賢
」
伝
説
を
尊
重
す
る
態
度
と
言
え
よ
う
。

　

袁
宏
の
『
名
士
伝
』
は
、
夏
侯
玄
�
何
晏
�
王
弼
を
「
正
始
�
名

士
」、
阮
籍
�
嵆
康
�
山
濤
�
向
秀
�
劉
伶
�
阮
咸
�
王
戎
を
「
竹

林
�
名
士
」、
裴
楷
�
楽
広
�
王
衍
・
庾
凱
�
王
応
�
阮
瞻
�
衛
玠
�

謝
鯤
を
「
中
朝
�
名
士
」
と
す
る
が
（
文
学
第
四
注
）、
そ
の
す
べ

て
を
分
け
隔
て
な
く
尊
重
す
る
。
裴
楷
�
楽
広
は
、
何
晏
�
王
弼
ら

「
貴
無
」
派
と
思
想
的
に
対
峙
し
た
「
崇
有
」
派
に
属
し
、王
衍
は
「
清

談
亡
国
論
」
が
非
難
す
る
中
心
人
物
で
あ
り
、
何
晏
�
王
弼
と
同
様

に
裴
楷
�
楽
広
と
思
想
的
に
対
峙
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
袁
宏
は

そ
れ
ら
の
対
峙
性
を
無
視
し
て
、
す
べ
て
「
名
士
」
と
し
て
尊
重
す

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
袁
宏
の
『
名
士
伝
』
は
、
謝
安
と
の
関
わ

り
の
中
で
生
ま
れ
た
と
『
世
説
新
語
』
は
伝
（
7
）

え
る
。

袁
彦
伯 

名
士
伝
�
作
�
�
成
�
�
謝
公
�
見
�
�
公 

笑
�
�

曰
�
、「
我 

嘗
�
諸
人
�
与
�
江
北
�
事
�
道い

�
�
�
特た

�
狡

獪
�
作
�
�
�
�
彦
伯 

遂
�
以
�
書
�
著
�
」と（
文
学
第
四
）�
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袁
宏
が
『
名
士
伝
』
を
著
す
と
、
謝
安
は
冗
談
で
話
し
た
江
北
の

こ
と
を
袁
宏
�
本
に
し
た
と
言
っ
た
、
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
袁
宏

が
「
中
朝
�
名
士
」
と
し
て
掲
げ
る
、
伯
父
の
謝
鯤
（
豫
章
）
に
つ

い
て
、
謝
安
は
、「
謝
公 

豫
章
�
道い

�
��
若
�
七
賢
�
遇
�
�
�

必
�
自
�
臂
�
把と

�
�
林
�
入
�
�
�
�
」（『
世
説
新
語
』
賞
誉
第

八
）
と
述
べ
、「
竹
林
七
賢
」
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
そ
の
人
物
を

評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
を
踏
ま
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
袁

宏
の
『
名
士
伝
』
は
、
謝
安
の
お
墨
付
き
と
な
る
。
謝
安
を
尊
重
す

る
『
世
説
新
（
８
）

語
』
が
、
袁
宏
の
『
名
士
伝
』
と
同
様
に
、「
正
始
�

名
士
」、「
竹
林
�
名
士
」、「
中
朝
�
名
士
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的

違
い
や
政
治
的
背
景
を
超
え
て
、
お
し
な
べ
て
名
士
と
し
て
評
価
す

る
の
は
、
こ
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
儒
教
を
根
底
に
置

き
、
す
べ
て
の
文
化
を
並
列
的
に
尊
重
す
る
こ
と
は
、
兼
通
を
良
し

と
す
る
中
国
貴
族
の
特
徴
で
あ
（
9
）

る
が
、そ
の
普
及
を
考
え
る
と
き
、『
世

説
新
語
』
の
影
響
力
は
看
過
し
得
な
い
。

　

戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
は
、「
竹
林
七
賢
」
を
評
価
す
る
際
に
、

王
衍
ら
が
阮
籍
ら
の
外
面
的
な
真
似
に
止
ま
る
と
批
判
す
る
こ
と
で
、

「
清
談
亡
国
論
」の
立
場
を
堅
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、袁
宏
が「
正

始
�
名
士
」、「
竹
林
�
名
士
」、「
中
朝
�
名
士
」
と
並
列
に
扱
う
こ

と
に
よ
り
、
竹
林
七
賢
が
象
徴
す
る
も
の
は
、
そ
の
方
達
だ
け
で
は

な
く
、
何
晏
・
王
弼
の
玄
学
を
内
容
の
中
心
に
置
く
清
談
に
も
及
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、『
世
説
新
語
』
は
、
清
談
こ
そ
、
東
晉

の
佐
命
の
臣
で
あ
る
王
導
の
評
価
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

王
丞
相 

江
�
過
�
自
�
説
�
�
、「
昔 

洛
水
�
辺
�
在
�
�
�

数
ヽ
裴
成
公
�
阮
千
里
�
諸
賢
�
与
�
共
�
道
�
談
�
�
」
と
�

羊
曼
曰
�
�「
人 

久
�
�
此
�
�
以
�
卿
に
許
�
�
�
何
�
復

�
爾し

か

�
�
須も

ち

�
�
」
と
�
王
曰
�
�「
亦
�
我
�
此
�
�
須
�

�
言
�
�
�
但
�
爾か

�
時
�
欲
�
�
�
得
可
�
�
�
�
�
�
」

と
（
企
羨
第
十
六
）�

　

王
導
が
、
む
か
し
洛
水
の
ほ
と
り
で
、
裴
頠
（
裴
成
公
）
や
阮
瞻

（
阮
千
里
）
と
の
清
談
を
懐
か
し
む
と
、
羊
曼
は
人
々
が
あ
な
た
を

認
め
て
い
る
の
は
そ
の
こ
と
に
依
る
と
言
っ
た
。
東
晉
に
お
い
て
王

導
が
有
し
た
求
心
力
の
淵
源
は
西
晉
期
の
清
談
に
あ
る
、
と
い
う
羊

曼
の
指
摘
を『
世
説
新
語
』は
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
袁
宏
の『
名

士
伝
』
は
、
こ
う
し
た
王
導
の
あ
り
方
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

袁
宏
の
『
名
士
伝
』
は
、
清
談
を
「
亡
国
論
」
か
ら
復
権
さ
せ
た
。

『
名
士
伝
』は
、『
世
説
新
語
』が
最
も
尊
重
す
る
謝
安
よ
り
出
で
、『
世

説
新
語
』
が
貴
族
の
模
範
と
仰
ぐ
（
10
）

王
導
へ
の
評
価
の
淵
源
で
あ
る
清

談
を
守
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
世
説
新
語
』
が
『
名
士
伝
』
を
継
承

す
る
理
由
で
あ
る
。
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三
、
方
逹
・
隱
逸
の
意
義

　

こ
う
し
て
『
世
説
新
語
』
は
、
貴
族
の
存
立
基
盤
で
あ
る
文
化
的

諸
価
値
の
う
ち
、「
清
談
亡
国
論
」
に
よ
り
西
晉
滅
亡
の
原
因
と
さ

れ
て
い
た
清
談
と
そ
れ
を
思
想
的
に
支
え
る
玄
学
の
地
位
を
復
興
し

た
。
玄
学
や
清
談
は
、
貴
族
が
属
性
と
し
て
持
つ
文
化
的
諸
価
値
の

中
で
、
最
も
特
徴
的
な
君
主
権
力
か
ら
の
自
律
性
を
支
え
る
文
化
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
世
説
新
語
』
は
、
君
主
権
力
か
ら
の
自
律

性
の
象
徴
と
し
て
竹
林
七
賢
、
と
り
わ
け
阮
籍
を
尊
重
し
、
任
誕
�

簡
傲
�
棲
逸
篇
を
阮
籍
の
記
述
か
ら
始
（
11
）

め
る
。

陳
留
�
阮
籍
�
譙
国
�
嵆
康
�
河
内
�
山
涛
�
三
人 

年 

皆 

相 

比
�
�
康 

年
少
�
�
�
之
�
亜
�
�
此
�
契
�
預
�
者
�
�

沛
国
�
劉
伶
�
陳
留
�
阮
咸
�
河
内
�
向
秀
�
琅
邪
�
王
戎
な

り
�
七
人 

常
�
竹
林
�
下
�
集つ

ど

�
�
肆
意 

酣
暢
�
�
故
�
世

�
竹
林
七
賢
�
謂
�
�
任
誕
第
二
十
三
）。

　

阮
籍
・
嵆
康
�
山
濤
と
交
わ
り
を
結
び
得
た
劉
伶
�
阮
咸
�
向
秀
�

王
戎
は
竹
林
に
集
ま
り
、
気
ま
ま
に
楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
。

世
に
こ
れ
を
「
竹
林
七
賢
」
と
い
う
、
と
任
誕
篇
は
始
ま
る
。
し
か

し
、
注
（
七
）
所
掲
福
井
論
文
が
論
証
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
伝
説

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、『
世
説
新
語
』
は
、
任
誕
と
い
う
価
値
観
の

代
表
を
「
竹
林
七
賢
」
に
求
め
る
。

　
「
竹
林
七
賢
」
の
中
で
も
阮
籍
は
、
自
ら
が
身
体
化
す
る
儒
教
的

価
値
基
準
を
損
な
う
、
司
馬
氏
の
儒
教
利
用
に
対
し
て
、
厳
し
く
抵

抗
（
12
）

し
た
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
は
、
母
へ
の
孝
を
表
面
的
に
は
損
な
う

「
方
達
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

阮
籍 

母
�
喪
�
遭
�
�
晋
�
文
王
�
坐
�
在
�
�
酒
肉
�
進

�
�
司
隷
�
何
曾
�
亦
�
坐
�
在
�
�
曰
�
、「
明
公
�
方ま

さ

�

孝
�
以
�
天
下
�
治
�
�
�
�
�
�
�
而
�
�
阮
籍
�
重
喪
�

以
�
�
顕
�
�
�
公
�
坐
�
於
�
酒
�
飲
�
肉
�
食
�
�
�
宜

�
�
之
�
海
外
�
流
�
�
�
以
�
風
教
�
正
�
�
�
」
と
。
文

王
曰
�
�「
嗣
宗
�
毀
頓
�
�
�
�
此
�
�
如
�
�
君 

共
�
之

�
憂
�
�
能
�
�
�
�
�
何
�
謂
�
�
�
且
�
疾
有
�
�
酒
�

飲
�
肉
�
食
�
�
�
�
固
�
�
喪
礼
�
�
」
と
�
籍 

飲
噉
し

て
輟
�
�
�
神
色 

自
若
�
�
�
任
誕
第
二
十
三
）。

　

母
の
喪
に
あ
り
な
が
ら
、
司
馬
昭
（
文
王
）
の
宴
席
で
酒
を
飲
み

肉
を
食
ら
う
阮
籍
�
何
曾
が
「
孝
」
治
に
反
す
る
者
と
批
判
す
る
と
、

司
馬
昭
は
阮
籍
な
り
の
喪
礼
を
尽
く
し
て
い
る
と
罰
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
。
司
馬
昭
は
、
喪
礼
と
い
う
儒
教
の
枠
内
に
お
い
て
、
阮
籍

の
自
律
的
秩
序
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。『
世
説
新
語
』
は
、

こ
う
し
た
阮
籍
の
方
達
を
貴
族
の
卓
越
化
の
淵
源
と
評
価
す
る
。

　

簡
傲
篇
第
二
十
四
も
阮
籍
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
に
は
、
任

誕
篇
第
二
十
三
と
同
様
に
、
司
馬
昭
に
対
す
る
阮
籍
の
自
律
的
秩
序
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を
述
べ
る
話
が
掲
げ
ら
れ
る
。

晋
�
文
王 

功
徳
�
盛
大
�
坐
席
�
厳
敬
�
�
�
�
王
者
�
擬
�
�

唯
�
阮
籍
�
�
坐
�
在
�
�箕
踞
嘯
歌
�
�酣
放
自
若
�
�
�
簡

傲
第
二
十
四
）。

　

司
馬
昭
�
文
王
�
の
座
は
威
厳
に
満
ち
、
王
者
に
擬
し
て
い
た
が
、

阮
籍
�
�
は
足
を
投
げ
出
し
て
座
り
、
嘯
き
歌
い
、
ほ
し
い
ま
ま
に

酒
に
酔
っ
た
、
と
い
う
。
阮
籍
の
方
達
は
、
こ
の
よ
う
に
君
主
権
力

に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
行
わ
れ
た
。『
世
説
新
語
』
は
、
こ
れ
ら
の

阮
籍
の
行
動
を
書
き
記
す
こ
と
で
、自
ら
の
自
律
性
の
淵
源
が
、「
竹

林
七
賢
」
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
棲
逸
篇
第
十
八
も
、
阮
籍
・
嵆
康
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ

も
、
貴
族
の
自
律
性
に
関
わ
る
篇
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
に
は
、
隠

逸
者
が
多
く
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
役
割
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

る
。

南
陽
�
劉
驎
之
�
高
率
�
�
�
史
伝
�
善
�
�
�
陽
岐
�
隠
�
�

時
�
于
�
苻
堅 

江
�
臨
�
�
荊
州
刺
史
�
桓
沖 

将
�
訏
謨
�

益
�
尽
�
�
�
�
�
�
徴
�
�
長
史
�
為
�
�
人
船
�
遣
�
�

�
往
�
�
迎
�
�
�
�
贈
貺
す
る
こ
と
甚
�
厚
�
�
驎
之 

命

�
聞
�
�
便た

だ

�
�
舟
�
升
�
�
悉
�
餉
�
所
�
受
�
�
�
道
�

縁
�
�
以
�
窮
乏
�
乞あ

た

�
�
上
明
�
至
�
比こ

ろ 

亦
�
尽
�
�
一

�
�
沖
�
見
�
因
�
�
無
用
�
陳
�
�
翛
然
�
�
�
退
�
�
陽

岐
�
居
�
�
�
積
年
�
衣
食
�
有
無
�
常
�
村
人
�
与
�
共
�

�
�
己 

匱
乏
�
値あ

�
�
�
村
人
�
亦
�
之
�
如
�
�
甚
�
厚

�
郷
閭
�
安
�
�
所
�
為
�
�
棲
逸
第
十
八
�。

　

華
北
を
一
時
的
に
統
一
し
た
前
秦
の
苻
堅
が
南
下
す
る
と
、
荊
州

刺
史
の
桓
沖
は
、
陽
岐
山
に
隠
棲
す
る
南
陽
の
劉
驎
之
に
手
厚
い
贈

り
物
を
し
て
招
致
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
劉
驎
之
は
、
一
度
会
見
す
る

と
戻
っ
て
し
ま
い
、
具
体
策
を
献
じ
た
訳
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

隠
者
は
、
招
致
さ
れ
た
後
の
具
体
的
な
行
動
で
は
な
く
、
野
の
賢
者

を
招
致
し
た
、
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
の
た
め
に
存
在
す
る
。

　

こ
う
し
た
逸
民
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、『
世
説
新
語
』
と
同
じ
く

劉
宋
で
編
纂
さ
れ
た
『
後
漢
書
』
逸
民
伝
序
で
、
范
曄
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

易
�
称
�
�
�
、「
�

遯
の
時
義�

大
�
�
�
�
�
」
と
�
又 

曰
�
、「
�

王
侯
�
事
�
�
�
其
�
事
�
高
尚
�
�
」
と
�
是

�
以
�
尭
�
天
�
則
�
�
称
�
�
�
�
�
�
潁
陽
�
高
�
�
屈

�
�
�
武
�
美
�
尽
�
�
�
�
�
終
�
孤
竹
�
絜
を
全
�
�
�

�
�
荀
卿 

言
有
�
�
曰
�
、「
�

志
意�

脩
�
�
�
則
�
富
貴
�

�
驕
�
�
道
義�

重
�
�
�
則
�
王
公
�
�
軽
�
�
�
�
�

�
」。
�
�
光
武 

幽
人
�
側
席
�
�
�
之
�
求
�
�
�
�
及
�

�
�
�
若
�
�
旌
帛
�
蒲
車
�
徴
賁
�
�
所
�
巌
中
�
相
望
�
�

�
�
羣
方
咸
遂よ

�
�
志
士
仁
�
懐
�
�
斯
�
固
�
�
所
謂
�
�



 
（37）

�

逸
民
�
挙
�
�
天
下�

心
�
帰
�
者
�
�
�
（『
後
漢
書
』
列

伝
七
十
三 

逸
民
伝
序
）�

　

范
曄
は
、
①
『
周
易
』
遯
卦
の
彖
伝
を
引
き
、
遯
（
隠
遁
）
の
卦

が
、
時
勢
に
い
か
に
処
す
べ
き
か
、
と
い
う
意
義
を
知
る
う
え
で
重

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
②
『
周
易
』
蠱
卦
の
上
九
を
引
い
て
、
王

侯
に
出
仕
し
な
い
隠
者
が
、
天
下
の
人
々
の
尊
敬
を
集
め
る
こ
と
を

述
べ
る
。
こ
の
た
め
尭
の
時
に
は
巣
父
�
許
由
、
武
王
の
時
に
も
伯

夷
�
叔
斉
と
い
う
隠
者
が
野
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
③
『
荀
子
』
修

身
篇
を
引
き
、
隠
者
が
王
公
を
軽
ん
じ
る
理
由
を
そ
の
道
義
が
重
い

こ
と
に
求
め
る
。
こ
う
し
て
光
武
帝
が
逸
民
の
抜
擢
に
心
を
砕
く
こ

と
で
、
④
『
論
語
』
尭
曰
が
理
想
と
す
る
、
逸
民
を
挙
げ
る
こ
と
で

天
下
が
心
を
寄
せ
る
と
い
う
状
況
が
出
現
し
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
逸
民
の
あ
り
方
を
容
認
し
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と

で
天
下
の
人
心
が
集
ま
る
、と
す
る
こ
と
は
、玄
学
と
共
有
す
る
『
周

易
』
だ
け
で
は
な
く
、『
荀
子
』・『
論
語
』
を
典
拠
と
す
る
よ
う
に
、

儒
教
の
思
想
で
あ
っ
た
。
逸
民
は
儒
教
に
よ
っ
て
、
そ
の
自
律
性
を

承
認
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
貴
族
を
卓
越
化
さ
せ
る
権
力
か

ら
の
自
律
性
を
正
統
化
し
て
い
た
も
の
は
、
貴
族
の
文
化
を
根
底
で

支
え
る
儒
教
な
の
で
あ
っ
た
。
司
馬
昭
が
、
儒
教
を
根
底
に
置
く
阮

籍
の
方
達
�
認
め
た
よ
う
に
、
君
主
権
力
は
、
儒
教
に
よ
っ
て
正
統

化
さ
れ
る
貴
族
の
隠
逸
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
儒
教
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
自
律
性
を
守
ろ
う
と
す
る

隠
逸
と
、
そ
れ
を
至
ら
せ
招
賢
の
美
名
を
得
て
、
自
ら
の
正
統
化
を

目
指
す
権
力
者
と
は
、
そ
の
出
仕
を
め
ぐ
り
攻
防
を
重
ね
る
。

南
陽
�
翟
道
淵
�
汝
南
�
周
子
南
�
少
�
�
�
相 

友
�
�
�

共
�
尋
陽
�
隠
�
�
庾
太
尉 

周
�
説
�
�
当
世
�
務
�
以
�

�
�
周 

遂
�
仕
�
�
翟 

志
�
秉
�
�
�
弥
ヽ
固
�
�
其
�
後 

周 

翟
に
詣
�
�
�
翟 

与
�
語
�
�
�
棲
逸
第
十
八
�。

　

権
力
者
の
庾
亮
（
庾
太
尉
）
が
、
当
世
の
急
務
の
た
め
と
説
い
て

出
仕
さ
せ
た
周
邵
（
周
子
南
）
は
、と
も
に
隠
棲
し
て
い
た
翟
湯
（
翟

道
淵
）
か
ら
、
口
を
聞
い
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
。
権
力
に
屈
伏
し

て
、
自
律
的
秩
序
を
喪
失
す
る
こ
と
は
、
隠
逸
し
て
い
た
貴
族
に
と

っ
て
致
命
傷
に
成
り
か
ね
な
い
。
後
漢
ま
で
の
隠
逸
が
君
主
権
力
に

仕
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
非
難
さ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
貴
族
の

隠
逸
が
出
仕
す
る
だ
け
で
批
判
を
受
け
る
の
は
、
権
力
か
ら
の
自
律

性
と
い
う
貴
族
の
特
徴
を
隠
逸
が
担
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
で
（
13
）

あ
る
。

こ
の
た
め
、
隠
逸
す
る
貴
族
に
は
、
支
援
者
が
存
在
し
た
。

郗
超

高
尚
�
�
�
隠
退
�
�
�
欲
�
�
者
�
聞
�
毎
�
�
輙

ち
為
�
百
万
�
資
�
辨
�
�
并
�
�
�
為
�
居
宇
�
造
立
�
�

剡
に
在
�
�
戴
公
�
為
�
宅
�
起
�
�
�
甚
�
精
整
�
�
�
戴 

始
�
�
旧
居
�
往
�
�
親
�
�
所
�
書
�
与
�
�
曰
�
、「
近

�
�
剡
に
至
�
�
�
官
舎
�
如
�
」
と
。
郗 

傅
約
�
為
�
�
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亦
�
百
万
�
資
�
辨
�
�
傅
�
隠
事
�
差
互
�
�
故
�
遺
�
�

果
�
�
�
�
棲
逸
第
十
八
�。

　

郗
超
は
隠
棲
し
た
貴
族
に
百
万
の
資
金
を
用
意
し
、
家
を
建
て
た
。

『
竹
林
七
賢
論
』
を
著
し
た
戴
逵
の
た
め
に
も
家
を
建
て
、
そ
れ
は

官
舎
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
の

は
逸
民
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
援
助
す
る
側
の
名
声
も
高
ま
る
か

ら
で
（
14
）

あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
上
座
部
仏
教
に
お
い
て
、
在
家
の

仏
教
信
者
が
、
出
家
者
に
寄
進
す
る
こ
と
で
、
自
ら
も
救
済
さ
れ
る

よ
う
に
、
貴
族
の
自
律
性
を
体
現
す
る
隠
逸
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

自
ら
も
ま
た
君
主
権
力
か
ら
の
自
律
性
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る

た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
隠
逸
が
最
も
恐
れ
る
こ
と
は
、
忘
却
さ
れ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
文
学
が
現
れ
る
。
直
接
、
相
手
と
対
す
る
必

要
が
あ
る
清
談
に
対
し
、
字
句
だ
け
が
流
通
す
る
文
学
は
、
自
ら
の

存
在
を
貴
族
や
君
主
に
誇
示
し
続
け
る
た
め
の
格
好
の
手
段
で
あ
っ

た
。
陶
淵
明
を
は
じ
め
と
す
る
隠
者
の
文
（
15
）

学
が
、
尊
重
さ
れ
て
い
く

理
由
で
あ
る
。

お
わ
り
に　

　

東
晋
に
お
け
る
「
清
談
亡
国
論
」
は
、
王
導
の
清
談
重
視
と
謝
安

の
「
清
談
亡
国
論
」
批
判
に
よ
り
超
克
さ
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
貴

族
を
卓
越
化
さ
せ
る
権
力
に
対
す
る
自
律
性
を
象
徴
す
る
竹
林
七
賢

�
尊
重
さ
れ
た
。
戴
逵
の
『
竹
林
七
賢
論
』
の
よ
う
に
、
竹
林
七
賢

の
突
出
性
を
把
握
し
、
王
衍
ら
「
清
談
亡
国
論
」
の
批
判
対
象
と
弁

別
し
よ
う
と
す
る
思
索
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、『
世
説
新
語
』
が

依
拠
し
た
も
の
は
、
謝
安
の
「
清
談
亡
国
論
」
批
判
を
継
承
す
る
袁

宏
の
『
名
士
伝
』
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
『
世
説
新
語
』
は
、
玄
学

を
基
本
と
す
る
清
談
を
守
り
、
清
談
に
批
判
的
で
あ
っ
た
崇
有
の
立

場
も
否
定
せ
ず
、
史
学
も
仏
教
も
道
教
も
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
根
底

に
置
か
れ
る
儒
敎
も
尊
重
し
た
。『
世
説
新
語
』
は
こ
れ
ら
を
尊
重

す
る
こ
と
で
、
貴
族
的
価
値
観
を
確
立
し
た
。

　

そ
れ
は
、
貴
族
�
本
来
、
儒
教
を
身
体
化
さ
せ
、
多
様
な
文
化
に

兼
通
す
る
こ
と
で
卓
越
性
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ

う
し
た
多
様
な
文
化
を
身
に
つ
け
た
貴
族
の
価
値
観
の
中
で
も
、
君

主
権
力
か
ら
の
自
律
性
は
、
北
来
貴
族
の
優
越
性
の
基
盤
と
な
る
ほ

ど
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
竹
林
七
賢
」
伝
説
の
持
つ
権
力
か
ら

の
自
律
性
は
、
方
達
・
隠
逸
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、

晋
宋
革
命
に
お
い
て
、
北
来
貴
族
が
東
晋
の
滅
亡
を
傍
観
し
た
こ
と

（
16
）
も
、
権
力
か
ら
の
自
律
性
に
よ
り
正
統
化
し
得
る
た
め
で
あ
る
。
権

力
の
座
に
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
の
清
談
ま
で
否
定
さ
れ
た
王
衍
を
反

面
教
師
と
し
て
、
権
力
と
の
距
離
を
保
つ
た
め
に
、
貴
族
は
そ
の
自

律
性
を
尊
重
し
た
。
権
力
か
ら
の
自
律
性
を
極
め
て
隠
逸
す
れ
ば
、
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権
力
の
興
亡
を
余
所
に
自
ら
の
名
声
を
維
持
し
得
る
。
そ
れ
を
経
済

的
に
支
援
す
る
こ
と
も
、「
尚
賢
」
の
名
目
に
よ
り
君
主
と
同
様
の

立
場
に
貴
族
を
押
し
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
竹
林
七
賢
」
に
代
表
さ
れ
る
方
達
・
隠
逸
を
根
底
で
支
え
る
も

の
は
儒
教
で
あ
っ
た
。
清
談
の
背
景
に
あ
る
玄
学
と
儒
教
と
の
違
い

を
王
衍
か
ら
聞
か
れ
た
阮
脩
が
「
将
無
同
�
将は

�
同
�
�
無
�
�
�

�
�」
と
答
え
て
、太
尉
掾
に
辟
召
さ
れ
「
三
語
掾
」
と
呼
ば
れ
（『
世

説
新
語
』
文
学
第
四
）、「
清
談
亡
国
論
」
が
説
か
れ
る
中
、
王
導
が

清
談
に
励
み
、「
清
談
亡
国
論
」
を
謝
安
が
否
定
し
て
も
、
崇
有
論

者
か
ら
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
貴
族
に
卓
越
性
を
与
え
る
価
値

観
を
根
底
で
儒
教
が
支
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
世
説
新
語
』
が
そ
れ
を
明
記
す
る
こ
と
は
な
い
。
貴

族
�
�
�
�
�
�
、
前
近
代
の
中
国
知
識
人
は
、
仏
教
や
道
教
�
あ

る
い
は
イ
ス
ラ
ム
・
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
も
、
儒
教
を
基
礎
教

養
と
し
て
身
体
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
貴

族
文
化
の
粋
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
『
世
説
新
語
』
が
、
基
礎
教
養

の
重
要
性
を
説
く
必
要
は
な
い
。
儒
教
の
身
体
化
を
拒
否
し
よ
う
と

し
た
魯
迅
が
、『
世
説
新
語
』
を
文
学
と
し
て
そ
の
表
現
技
法
の
巧

妙
さ
に
焦
点
を
当
て
る
理
由
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
律
的
価
値
を
象
徴
す
る
阮
籍
ら
を
評
価
し
、
そ
の
詩
文

を
擬
作
し
て
い
く
の
は
、
劉
宋
以
降
に
な
っ
て
本
格
化
す
る
。
こ
こ

に
貴
族
的
価
値
観
を
維
持
・
確
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
普
及
に

大
き
な
力
を
持
っ
た
『
世
説
新
語
』
の
影
響
力
を
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
が
、『
世
説
新
語
』
の
文
学
と
し
て
の
受
容
と
と
も
に
、
課
題

と
し
て
掲
げ
て
お
く
に
止
め
た
い
。

　　

注
（
1
）
何
晏
�
王
弼
の
罪
を
桀
�
紂
に
も
等
し
い
と
批
判
し
た
范
寧
を
は
じ

め
と
す
る
、清
談
亡
国
論
者
の
思
想
史
的
位
置
に
つ
い
て
は
、和
久
希「
言

語
と
沈
默
を
超
え
て―

王
坦
之
廃
荘
論
考
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一

三
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
2
）『
世
説
新
語
』は
、清
談
を「
理
」を
中
心
に
理
解
す
る
。『
世
説
新
語
』

文
学
第
四
�
は
、
何
晏
が
清
談
の
勝
「
理
」
を
王
弼
に
反
論
さ
せ
る
と
、

そ
の
難
に
よ
り
屈
し
、
逆
に
王
弼
の
「
理
」
は
難
に
屈
し
な
か
っ
た
話
、

お
よ
び
、
裴
遐
が
王
家
�
裴
家
の
子
弟
と
郭
子
松
の
清
談
を
「
名
理
」

に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
げ
た
話
を
伝
え
る
。
魏
晉
以
来
、
哲
学
の
核
心
が

「
理
」
に
向
か
う
こ
と
は
、加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
』
魏
晉
篇
（
頸

草
書
房
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
。

（
3
）
堀
池
信
夫
「
裴
頠
『
崇
有
論
』
考
」（『
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系

論
集
』
昭
和
五
十
年
度
、
一
九
七
六
年
、『
漢
魏
思
想
史
研
究
』
明
治
書

院
、
一
九
八
八
年
に
所
収
）。

（
4
）
松
浦
崇
「
袁
宏
『
名
士
伝
』
と
戴
逵
『
竹
林
七
賢
論
』」（『
中
国
文
学

論
集
』
六
、一
九
七
七
年
）。
な
お
、熊
明
「《
名
士
伝
》《
竹
林
七
賢
論
》

考
論
』（『
淮
陰
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
九―

五
、
二
〇
〇
九
年
）
も
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あ
る
が
、
両
者
を
対
比
的
に
は
把
握
し
な
い
。

（
5
）
蜂
屋
邦
夫
「
戴
逵
に
つ
い
て―

そ
の
芸
術
・
学
問
・
信
仰
」（『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』
七
七
、
一
九
七
九
年
）。
な
お
、
方
達
に
つ
い
て
は
、

李
済
滄
「
両
晉
交
替
期
に
お
け
る
方
達
の
風
気
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史

苑
』
五
四
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
6
）「
竹
林
七
賢
」
が
伝
説
で
あ
る
こ
と
は
、
福
井
文
雅
「
竹
林
七
賢
に
つ

い
て
の
一
試
論
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
三
七
、一
九
五
九
年
）
を
参
照
。

（
7
）
袁
宏
の
『
名
士
伝
』
に
つ
い
て
は
、
王
亜
軍
「《
世
説
新
語
》
注
引
袁

宏
《
名
士
伝
》
考
略
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
一
〇―

三
、
二

〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
輯
本
に
、
李
正
輝
「《
正
始
名
士
伝
》
輯

校
」（『
吉
林
広
播
電
視
大
学
学
報
』
二
〇
〇
九―

四
、
二
〇
〇
九
年
）

が
あ
る
。

（
8
）『
世
説
新
語
』
の
執
筆
意
図
の
一
つ
が
、
桓
温
の
簒
奪
を
防
い
だ
謝
安

�
�
�
貴
族
の
自
律
的
秩
序
を
維
持
す
る
方
法
論
の
後
世
へ
の
伝
承
に

あ
る
こ
と
は
、渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
人
物
評
語
の
展
開
」

（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一
七
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
9
）
渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文
化―

中
国
貴
族
制
研
究
へ
の
一
視
角
」（『
中

国

－

社
会
と
文
化
』
一
八
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名

士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
10
）『
世
説
新
語
』
が
王
導
の
「
寛
」
治
を
貴
族
の
政
治
へ
の
関
与
の
仕
方

の
一
つ
の
模
範
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』

に
お
け
る
王
導
の
表
現
と
南
北
問
題
」（
近
刊
）
を
参
照
。

（
11
）『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
「
竹
林
七
賢
」
に
つ
い
て
は
、山
岡
利
一
「
世

説
新
語
を
中
心
と
す
る
竹
林
七
賢
考
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
』

一
一
・
一
二
、
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。

（
12
）
阮
籍
が
司
馬
氏
�
儒
教
の
形
骸
化
に
反
発
し
て
方
達
を
行
い
、
身
体

化
す
る
儒
教
に
よ
り
傷
つ
い
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
呻
吟
す
る
魂 

阮

籍
」（『
中
華
世
界
の
歴
史
的
展
開
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、『
三
国

政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

（
13
）
庾
亮
に
出
仕
さ
せ
ら
れ
た
周
邵
は
、
将
軍
や
二
千
石
に
出
世
し
た
が
、

夜
中
に
慨
嘆
し
て
、「
庾
亮
の
た
め
売
ら
れ
よ
う
と
は
」
と
言
う
と
、
背

中
に
腫
れ
物
が
で
き
死
ん
だ
、
と
い
う
（『
世
説
新
語
』
棲
逸
第
十
八
�。

隠
者
は
、
出
仕
す
る
こ
と
を
自
ら
も
否
定
的
に
認
識
し
て
い
た
。
な
お
、

『
世
説
新
語
』
の
隠
逸
に
つ
い
て
は
、
神
楽
岡
昌
俊
「『
世
説
新
語
』
に

現
れ
た
隠
逸
思
想
」（『
中
国
に
お
け
る
隠
逸
思
想
の
研
究
』
ぺ
り
か
ん

社
、
一
九
九
三
年
）
も
参
照
。

（
14
）
許
詢
が
隠
棲
す
る
と
、
常
に
四
方
の
諸
侯
か
ら
贈
り
物
が
届
い
た
。

許
由
と
の
比
較
か
ら
、
そ
れ
を
批
判
さ
れ
る
と
、「
天
下
と
い
う
贈
り
物

よ
り
は
さ
さ
や
か
で
あ
る
」
と
答
え
た
、
と
い
う
（『
世
説
新
語
』
棲
逸

第
十
八
�。
一
人
の
隠
逸
者
に
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
隠
逸
に
よ
り

財
を
成
す
者
ま
で
現
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
15
）
隠
者
と
し
て
の
陶
淵
明
に
つ
い
て
は
、
岡
村
繁
『
陶
淵
明―

世
俗
と

超
俗
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
。

（
16
）
晋
宋
革
命
�
際
、
王
�
謝
�
�
北
来
貴
族
が
東
晋
の
滅
亡
を
傍
観
し

た
こ
と
は
、
川
合
安
「
劉
裕
の
革
命
と
南
朝
貴
族
制
」（『
東
北
大
学
東

洋
史
論
集
』
九
、
二
〇
〇
三
年
、『
南
朝
貴
族
制
研
究
』
汲
古
書
院
、
二

〇
一
五
年
に
所
収
）
を
参
照
。

 

（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
）




